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 消費期限…安全に食べられる期限。過ぎたら食べない方がいい。比較的期間は短い。 

 賞味期限…おいしく食べられる期限。過ぎても食べられる（限度アリ）。比較的期間は長い。 

 

 昨年度家庭科のテストに出したな～、と思いながら、先日の生徒集会の話を聴いていました。間違

いなく、みなさんは悔しい思いや、あのページ見ておけばよかった、もっとやっておけばよかった、

という後悔がテスト後にあるのではないでしょうか。その時はしっかりと『悔しい』気持ちと『やる

ぞ！』という意気込みがメラメラしているはずなのですが、テスト結果の反省の欄には毎回同じよう

に『次こそは』という言葉が並んでいるんですよね。 

 このような気持ちの消費期限は、『とても短い』からこそ、その気持ちを何度も持ち直し、同じ失

敗をしないように、人は学習していくのです。今では、一題帳を提出日前日に規定ポイント分、ノー

トに書いている人はいないと思います。それはなぜか。毎日少しずつする方が、力にもなるし、楽だ

からです。『次こそは』という言葉の、『次』と呼べるテストが入試を含め、両手で数えられる程にな

ってきました。全ては自分の為に、最後には自分に返ってきます。頑張りましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 24 日におこなった避難訓練は、火災を想定しました。煙霧器を使用し

て、視覚的に実際の火災を体験することが出来たのではないでしょうか。

実際、煙は低温でも 250℃、有毒ガスを発生する煙はおよそ 500℃と言

われています。事前学習のビデオを見た時に、「煙は絶対に吸わない」が

原則だという話をしました。こういう知識を知っているかそうでないか

で、守れる命が増えるのではないかと思います。 

考えたくはないですが、我々が避難を余儀なくされる事態が発生した

時、どれだけの人が自分の力で避難することが出来るでしょうか。学校に

登校している場合は、訓練のように、集団で動くことが出来ます。ですが

休日や、1 人で家にいる時等、自分で判断しなければいけない時だってあ

るはずです。令和２年の国勢調査のデータによると、小代区に住んでいる

人の 51％は高齢者です。介護を必要とされている方もおられます。自分

の命は自分で守る、というのは当たり前、次にできることが何かないの

か、そういうことを考えられる人になるために、このように避難訓練をし

ているのだということを、今一度、考えてみてくださいね。 

１学期期末懇談に向けて 
先日、進路希望調査用紙を配付しました。７月１日を期限としております。ご家庭でよく

話をしていただき、ご提出ください。この用紙をもとに、期末懇談会をおこないます。生徒

のみなさん、自分の思いをきちんと言葉で表現できるように、準備をしておいてください。

進路指導（キャリア教育）は、「高校への合格」がゴールではありません。具体的に、将来の

進路設計を細かくすることは現時点では難しいかもしれませんが、進路の幅、選択肢が多け

れば多いほどいいですよね。自分がめざしたい姿をイメージして、考えていきましょう。   

 期末懇談の日程は昨日配布しております。 

         予告問題を取り切る力 
       雨の音楽の歌詞を全問正解したのは３年生だけでした。 

       技術の実技問題全問正解したのは３年生だけでした。 

       話を聴いてきちんと対策できた人は笑顔になったはず。 

       「これでるぞ～」という先生方からの恵みのシャワーをど 

       れだけ自分のものにできるか、いかに話を聴くか。 
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